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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成21年1月22日(2009.1.22)

【公開番号】特開2007-151761(P2007-151761A)
【公開日】平成19年6月21日(2007.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2007-023
【出願番号】特願2005-349879(P2005-349879)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３２０Ｚ
   Ａ６１Ｂ   6/00    ３００Ｓ
   Ｈ０４Ｎ   5/32    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月1日(2008.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線源から照射された放射線を電気信号に変換する放射線撮像手段と、
　前記放射線撮像手段を駆動する駆動手段と、
　前記放射線源からの前記放射線の照射の有無を検知する検知手段と、
　前記放射線撮像手段から前記電気信号を読み出す信号読出手段と、
　前記駆動手段、前記検知手段及び前記信号読出手段の各動作を制御する制御手段と
を含み、
　前記制御手段は、
　前記検知手段により前記放射線の照射を検知した場合に前記駆動手段を動作させて得た
前記電気信号を前記信号読出手段から読み出す第１の読み出し動作と、前記検知手段によ
り前記放射線の照射が検知されない場合に前記駆動手段を動作させて得た電気信号を前記
信号読出手段から読み出す第２の読み出し動作とを選択的に実行し、
　前記第２の読み出し動作中において前記検知手段により前記放射線の照射が検知された
ときに前記第２の読み出し動作を中止し、前記検知手段により前記放射線の照射終了が検
知されたときに前記第１の読み出し動作を開始することを特徴とする放射線撮像装置。
【請求項２】
　前記放射線撮像手段は、前記放射線源から照射された前記放射線を前記電気信号に変換
する変換素子が行及び列に配列されてなり、
　前記制御手段は、前記第２の読み出し動作を中止した後、前記第１の読み出し動作を行
う際に、所定行の前記変換素子を選択して前記第１の読み出し動作を開始することを特徴
とする請求項１に記載の放射線撮像装置。
【請求項３】
　前記変換素子は、前記放射線を光に変換する波長変換体と、前記波長変換体により変換
された光を前記電気信号に変換する光電変換素子とを備えることを特徴とする請求項２に
記載の放射線撮像装置。
【請求項４】
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　前記制御手段は、前記第２の読み出し動作を中止した後、前記第１の読み出し動作を行
う際に、前記第２の読み出し動作を中止した行の前記変換素子から前記第１の読み出し動
作を開始することを特徴とする請求項２又は３に記載の放射線撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記第２の読み出し動作を中止した後、前記第１の読み出し動作を行
う際に、前記第２の読み出し動作を中止した行の次の行の前記変換素子から前記第１の読
み出し動作を開始することを特徴とする請求項２又は３に記載の放射線撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第２の読み出し動作を中止した後、前記第１の読み出し動作を行
う際に、最初の行の前記変換素子から前記第１の読み出し動作を開始することを特徴とす
る請求項２又は３に記載の放射線撮像装置。
【請求項７】
　前記信号読出手段により読み出されたアナログ信号である前記電気信号をディジタル信
号に変換するアナログ／ディジタル変換器と、
　前記アナログ／ディジタル変換器で変換された前記電気信号を記憶するメモリと
　を更に含むことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の放射線撮像装置。
【請求項８】
　当該放射線撮像装置を駆動するバッテリを更に含むことを特徴とする請求項１～７のい
ずれか１項に記載の放射線撮像装置。
【請求項９】
　放射線源と、
　前記放射線源から照射された放射線を撮像するための請求項１～８のいずれか１項に記
載の放射線撮像装置と
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　放射線源から照射された放射線を放射線撮像装置の放射線撮像手段により電気信号に変
換して前記放射線の画像を撮像する放射線撮像の方法であって、
　前記放射線撮像装置に設けられた検知手段によって放射線の照射を検知した場合に前記
放射線撮像装置に設けられた駆動手段により前記放射線撮像手段を駆動して前記放射線撮
像装置に設けられた信号読出手段に前記電気信号を読み出す第１の読み出し動作と、
　前記検知手段によって前記放射線の照射が検知されない場合に前記駆動手段により前記
放射線撮像手段を駆動して前記信号読出手段に電気信号を読み出す第２の読み出し動作と
を選択的に実行し、
　前記第２の読み出し動作中において前記放射線の照射が検知されたときに前記第２の読
み出し動作を中止し、前記検知手段により前記放射線の照射終了が検知されたときに前記
第１の読み出し動作を開始することを特徴とする方法。
【請求項１１】
　放射線源から照射された放射線を放射線撮像装置の放射線撮像手段により電気信号に変
換して撮像する放射線撮像を前記放射線撮像装置のコンピュータに実行させるプログラム
であって、
　前記放射線撮像装置に設けられた検知手段によって放射線の照射を検知した場合に前記
放射線撮像装置に設けられた駆動手段により前記放射線撮像手段を駆動して前記放射線撮
像装置に設けられた信号読出手段に前記電気信号を読み出す第１の読み出し動作と、
　前記検知手段によって前記放射線の照射が検知されない場合に前記駆動手段により前記
放射線撮像手段を駆動して前記信号読出手段に電気信号を読み出す第２の読み出し動作と
を選択的に実行するに際して、
　前記第２の読み出し動作中において前記放射線の照射が検知されたときに前記放射線撮
像装置の動作が前記第２の読み出し動作を中止し、前記検知手段により前記放射線の照射
終了が検知されたときに前記第１の読み出し動作を開始するように実行させることを特徴
とするプログラム。
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【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の放射線撮像装置は、放射線源から照射された放射線を電気信号に変換する放射
線撮像手段と、前記放射線撮像手段を駆動する駆動手段と、前記放射線源からの前記放射
線の照射の有無を検知する検知手段と、前記放射線撮像手段から前記電気信号を読み出す
信号読出手段と、前記駆動手段、前記検知手段及び前記信号読出手段の各動作を制御する
制御手段とを含み、前記制御手段は、前記検知手段により前記放射線の照射を検知した場
合に前記駆動手段を動作させて得た前記電気信号を前記信号読出手段から読み出す第１の
読み出し動作と、前記検知手段により前記放射線の照射が検知されない場合に前記駆動手
段を動作させて得た電気信号を前記信号読出手段から読み出す第２の読み出し動作とを選
択的に実行し、前記第２の読み出し動作中において前記検知手段により前記放射線の照射
が検知されたときに前記第２の読み出し動作を中止し、前記検知手段により前記放射線の
照射終了が検知されたときに前記第１の読み出し動作を開始する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の方法は、放射線源から照射された放射線を放射線撮像装置の放射線撮像手段に
より電気信号に変換して前記放射線の画像を撮像する放射線撮像の方法であって、前記放
射線撮像装置に設けられた検知手段によって放射線の照射を検知した場合に前記放射線撮
像装置に設けられた駆動手段により前記放射線撮像手段を駆動して前記放射線撮像装置に
設けられた信号読出手段に前記電気信号を読み出す第１の読み出し動作と、前記検知手段
によって前記放射線の照射が検知されない場合に前記駆動手段により前記放射線撮像手段
を駆動して前記信号読出手段に電気信号を読み出す第２の読み出し動作とを選択的に実行
し、前記第２の読み出し動作中において前記放射線の照射が検知されたときに前記第２の
読み出し動作を中止し、前記検知手段により前記放射線の照射終了が検知されたときに前
記第１の読み出し動作を開始する。
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